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１．研究計画の概要 

リーシュマニア症は節足動物媒介性

感染症でありかつ人獣共通感染症である。本

研究ではL. donovani s.l.による旧大陸にお

ける内臓型リーシュマニア症とスリランカ

における皮膚型リーシュマニア症を対比さ

せ、主として病原虫、および媒介昆虫（サシ

チョウバエ）の分子レベルでの比較解析によ

り、また保虫動物の関与の程度を明らかにし、

さらに合併症の有無、地理的およびヒトを含

む関連生物の生態学的位置付けを考慮して

多角的アプローチによりL. donovani s.l.が

どうして内臓型あるいは皮膚型何れかの病

態を示すのかという点に注目し、分子レベル

での解析により、内臓型リーシュマニア症の

病態疫学を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 
バングラデシュ、インド、ネパール、モン

ゴルにおいてリーシュマニア症の実態調査

を行った。その結果、特にバングラデシュに

おいて内臓型リーシュマニア症治療後に発

症する皮膚病変を主徴とする疾患、Post 

kala-azar dermal dermal leishmaniasis 

(PKDL)が深刻な問題となっていることを明

らかにした。PKDL患者のうちPapular型の皮

膚病変が見られた例より原虫が検出され、

DNA塩基配列の解析により、L. donovaiであ

ることが確認された。PKDL患者由来株 

L. donovai株、スリランカ皮膚型リーシュマ

ニア症患者由来L. donovani株、内臓型リー

シュマニア症患者由来 L. donovani 株間と、

さらにWHOリファレンス株との遺伝子比較解

析を行った。また、それぞれの地域の患者血

清のL.donovani粗抗原およびrK39などのリ

コンビナント抗原に対する抗体価試験、病理

組織解析により以下の点を明らかにした。 

(1) L. donovani, L. infantum, L. chagasi

は遺伝的に近縁であるが、その一方で L. 

donovani には種内に遺伝的多様性が存在す

る。 

(2) 内臓に寄生するL. donovaniであっても

薬剤治療や宿主の免疫応答等の要因により

皮膚に寄生することを示した。 

(3) L. donovani 変異種がヒトに内臓型リー

シュマニア症を起こすことなく皮膚型リー

シュマニア症を引き起こす場合がある。 
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３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
リーシュマニア原虫現地分離株の樹立に

初期の段階で成功したため、21年度以降の計

画であった、実験動物における感染実験をす

でに遂行している。 

また、媒介昆虫サシチョウバエの調査およ

び解析においても、スリランカおよびバング

ラ デ シ ュ に て 採 集 し た Phlebotomus 

argentipes の遺伝子レベルでの比較解析を

すでに行っている。 

  
４．今後の研究の推進方策 

（１）前年度までの成果をもとに、今後は以

下の項目につきバングラデシュ、インド、ネ

パール、さらにモンゴルや中国の地域ごとに

海外共同研究者と協力し旧大陸における内

臓型リーシュマニア症の実態調査、特に媒介

昆虫および保虫宿主の調査を継続する。 

①媒介昆虫の同定と遺伝子レベルでの比較

解析。 

②保虫宿主より原虫分離および血清疫学的

解析を行い伝播サイクルへの関与を推定す

る。 

（２）前年度までに分離したリーシュマニア

原虫株を用いて、実験動物における病態形成

機序を病理組織学的、免疫組織学的に解析す

る 

（３）地理的およびヒトを含む保虫動物等の

関連生物とリーシュマニア原虫の生態学に

おける位置づけを考慮して、内臓型リーシュ

マニア症の病態疫学を明らかにする。  

 

研究を遂行する上での問題点：当初の研究計

画書において、研究対象地のスーダンへの渡

航が治安および政情不安のため実現してい

ない。今後も情報収集に努め、安全な時期、

場所を臨機応変に選択する。 

 

 

 

５. 代表的な研究成果 
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